
2019 年（令和元年）７月 26 日発行

第 196号

６月定例会
明治記念大磯邸園
　町立都市公園部分の用地を取得・・・２

お誕生日
　おめでとう〜!!

（関連記事20ページ）

議会だより
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議
会
活
動

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

補
正
予
算

報

　
　告

議
案
審
議

問
　
取
得
価
格
の
決
定
方
法

は
。
ま
た
、
価
格
決
定
後

に
進
め
て
き
た
手
順
は
。

答
　
町
が
取
得
す
る
部
分
も

含
め
、
国
が
一
括
し
て
測

量
調
査
及
び
不
動
産
鑑
定

評
価
を
行
い
、
４
月
19
日

の
不
動
産
等
評
価
委
員
会

で
取
得
価
格
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
国
と
連
携
し
所

有
者
と
の
交
渉
や
手
続
き

な
ど
を
進
め
、
５
月
14
日

に
仮
契
約
を
締
結
し
た
。

問
　
取
得
費
に
つ
い
て
町
に

財
政
負
担
は
生
じ
な
い
か
。

答
　
町
が
整
備
す
る
町
立
都

市
公
園
の
区
域
に
関
す
る

事
業
費
は
、
国
の
補
助
金

と
県
か
ら
の
財
政
支
援
に

よ
り
実
質
町
の
負
担
は
生

じ
な
い
。
県
で
は
財
政
支

援
の
た
め
の
詳
細
な
手
続

き
を
定
め
た
補
助
金
交
付

要
綱
を
制
定
し
て
い
る
。

問
　
県
の
要
綱
廃
止
や
財
政

支
援
の
額
が
減
る
こ
と
は

な
い
か
。

答
　
県
議
会
で
は
、
町
が
負

担
す
る
費
用
全
て
を
県
が

負
担
す
る
こ
と
で
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。
補
助
金
交

付
要
綱
も
制
定
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
以
降
、
町
の

償
還
期
間
終
了
ま
で
補
助

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
県

の
予
算
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
変
わ
る
場
合

は
、
協
議
な
ど
を
申
し
込

ん
で
い
く
。

問
　
取
得
に
よ
り
減
額
と
な

る
固
定
資
産
税
は
い
く
ら

か
。
何
ら
か
の
形
で
見
合

う
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
全

体
で
は
４
千
万
円
ほ
ど
だ

が
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
　

存
活
用
と
い
う
町
の
最
重

要
の
取
り
組
み
が
期
待
で

き
、
町
の
価
値
観
が
今
ま

で
以
上
に
住
環
境
と
と
も

に
高
ま
る
と
考
え
る
。

問
　
滄
浪
閣
と
旧
池
田
邸
で

今
後
町
が
取
得
す
る
こ
と

に
な
る
部
分
は
。

答
　
滄
浪
閣
は
全
域
が
国
の

区
域
で
あ
る
。
旧
池
田
邸

は
建
物
下
の
実
線
か
ら
下

が
町
の
区
域
で
あ
る
。
特

別
緑
地
保
全
地
区
の
一
部

も
民
間
所
有
だ
が
、
用
地

提
供
を
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
る
。

問
　
管
理
費
が
ど
の
く
ら
い

か
か
る
か
検
討
し
た
か
。

答
　
建
物
や
庭
な
ど
維
持
管

理
面
で
負
担
が
大
き
い
部

分
は
国
の
分
担
で
、
国
と

町
の
区
域
の
割
合
は
、
お

お
む
ね
２
対
１
と
な
る
。

取得する財産取得する財産
所 在 地所 在 地 中郡大磯町東小磯字海辺246番２の一部

ほか５筆
地　　積地　　積 9,565.06㎡
地　　目地　　目 山林・宅地
取得価格取得価格 10億5,215万6,600円
契 約 の契 約 の
相 手 方相 手 方

東京都千代田区丸の内二丁目２番３号
古河電気工業㈱　代表取締役　小林 敬一

　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
整
備
事
業
に
伴
う
土
地
等
の
取
得
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
国

は
歴
史
的
建
物
群
及
び
そ

の
周
辺
の
区
域
を
「
中
核

的
な
区
域
」
と
し
て
整
備
、

地
方
公
共
団
体（
県
・
町
）

は
特
別
緑
地
保
全
地
区
及

び
周
辺
の
区
域
に
お
け
る

緑
地
等
の
保
全
・
整
備
を

行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
取
得
す
る
部
分
は
、

地
方
公
共
団
体
が
分
担
す

る
区
域
の
う
ち
特
別
緑
地

保
全
地
区
を
除
く
町
立
都

市
公
園
と
な
る
部
分
で
あ

る
。

　６月定例会は５月28日から６月７日までの11日間の会期で開きました。
　本会議初日は、専決処分の承認１件、災害弔慰金の支給等に関する条例、介護保険条例、火災予防条例、
町税条例等の条例の一部改正４件、財産の取得１件、令和元年度補正予算２件を原案どおり可決したほか、
平成30年度一般会計繰越計算書３件の報告がありました。
　また、最終日に提案された工事請負契約の締結を全会一致で可決しました。
　一般質問は12人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

町
立
都
市
公
園
部
分
の
用
地
を
取
得

明
治
記
念
大
磯
邸
園
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報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

議
案
審
議

問
　
基
準
額
を
下
げ
る
こ
と

は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答
　
基
準
額
は
平
成
30
年
度

か
ら
の
３
年
間
の
第
七
期

計
画
の
中
で
必
要
な
介
護

給
付
費
を
も
と
に
算
定
し

て
い
る
。
第
八
期
の
計
画

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問
　
今
回
改
正
さ
れ
る
負
担

割
合
は
恒
久
的
と
な
る
か
。

答
　
第
七
期
の
今
年
度
分
以

降
、
新
し
い
負
担
割
合
で

賦
課
し
て
い
く
。

問
　
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
発

生
す
る
不
足
分
は
ど
の
よ

う
に
補
う
か
。

答
　
不
足
分
１
３
５
４
万
５

千
円
を
国
が
２
分
の
１
、

県
と
町
が
４
分
の
１
ず
つ

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

改
正
内
容

改
正
内
容

　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
世
帯
に
属
す
る
第
１
段

階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基

準
額
に
対
す
る
負
担
割
合
を

改
正
し
、
保
険
料
を
軽
減
す

る
も
の
。

反

　対

【
柴
崎
　
茂
議
員
】

　
取
得
し
て
も
、
木
の
剪
定

な
ど
今
後
か
か
る
費
用
は
町

の
負
担
と
な
る
う
え
固
定
資

産
税
も
減
額
と
な
る
。
接
道

も
し
て
い
な
い
部
分
を
坪
単

価
36
万
３
千
円
で
買
う
こ
と

は
町
民
に
と
っ
て
不
利
益
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
町
の
負
担
が
発
生
し
な
い

と
い
う
担
保
が
少
な
す
ぎ
る
。

具
体
的
に
町
民
に
ど
の
よ
う

な
利
益
を
も
た
ら
す
か
わ
か

ら
な
い
中
で
、
税
金
を
使
い

進
め
る
こ
と
に
町
民
は
大
き

な
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　
歴
史
、
景
観
、
建
築
的
に

も
価
値
が
あ
り
本
心
は
賛
成

し
た
い
が
、
議
案
に
対
す
る

説
明
、
資
料
不
足
で
あ
る
。

国
・
県
か
ら
の
支
援
が
必
ず

受
け
ら
れ
る
と
い
う
確
信
が

ほ
し
か
っ
た
。

賛

　成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

国
・
地
方
公
共
団
体
の
役
割

も
決
ま
っ
て
い
る
。
当
初
予

算
に
も
計
上
し
承
認
さ
れ
、

取
得
価
格
に
つ
い
て
も
町
の

不
動
産
等
評
価
委
員
会
の
評

価
を
受
け
妥
当
で
あ
る
。

【
三
澤
龍
夫
議
員
】

　
こ
の
議
案
は
明
治
記
念
大

磯
邸
園
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

と
な
る
。
国
・
県
・
町
そ
れ

ぞ
れ
に
役
割
分
担
が
あ
り
、

地
元
議
会
と
し
て
は
速
や
か

に
認
め
、
大
き
な
事
業
を
推

進
す
る
立
場
が
必
要
で
あ
る
。

町
の
分
担
区
域

町
の
分
担
区
域

　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
全
体
約
６
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

国
が
分
担
す
る
区
域
が
約
３
．
５
へ
ク
タ
ー
ル
。
町
が
分
担

す
る
区
域
は
特
別
緑
地
保
全
地
区
約
０
．
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

含
む
約
２
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
。

討

　
　論

介
護
保
険

　負
担
割
合
の
一
部
を
軽
減

　
10
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
介

護
保
険
料
の
軽
減
を
強
化
す
る
た
め
、
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

基準額 段　階 負担割合 保険料

68,400円

第１
段階

現　行 0.45 30,780円
改正後 0.375 25,650円

第２
段階

現　行 0.75 51,300円
改正後 0.625 42,750円

第３
段階

現　行 0.75 51,300円
改正後 0.725 49,590円

明治記念大磯邸園
町の分担区域
今回の取得地
今後の取得予定地
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議
会
活
動

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

補
正
予
算

報

　
　告

議
案
審
議

事
業
概
要

事
業
概
要

　
国
府
新
宿
の
Ｊ
Ｒ
南
側
の

一
部
地
域
11
．
79 

ha
の
雨
水

を
葛
川
に
放
流
す
る
た
め
、

雨
水
管
整
備
工
事
を
行
う
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
工
事
で
、
こ
れ
ま
で
の
整

備
済
区
間
は
約
３
３
６
ｍ
で

あ
る
。

　
今
回
の
工
事
は
、
平
成
30

年
度
に
実
施
し
た
工
事
の
続

き
で
、
①
国
道
1
号
、
変
電

所
入
り
口
交
差
点
ま
で
の
区

間
、
②
変
電
所
入
り
口
交
差

点
か
ら
北
側
の
区
間
、
③
国

道
か
ら
北
側
区
域
の
雨
水
排

水
を
接
続
さ
せ
る
た
め
の
３

つ
の
区
間
の
延
長
１
７
８
ｍ

の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

入
札
の
経
過

入
札
の
経
過

　
７
者
か
ら
入
札
の
参
加
申

請
が
あ
り
、
５
月
15
日
に
入

札
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
３
者

が
辞
退
、
４
者
が
応
札
し
た
。

２
者
の
入
札
額
が
最
低
で
同

額
と
な
っ
た
た
め
、
電
子
く

じ
引
き
に
よ
り
㈱
湘
南
推
進

工
業
が
落
札
し
た
。

　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の

調
査
対
象
に
該
当
し
た
が
、

調
査
の
結
果
、
工
事
の
履
行

が
可
能
と
判
断
し
、
１
億
４

０
４
万
２
４
０
０
円（
税
込
）

で
落
札
者
と
し
て
決
定
し
た
。

予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
額

の
比
率
は
70
％
。

問
　
管
の
太
さ
は
大
雨
で
も

十
分
な
も
の
か
。

答
　
今
回
の
工
事
区
間
は
、

葛
川
の
新
宿
橋
が
放
流
先

と
な
っ
て
い
る
。
時
間
雨

量
55
ミ
リ
の
計
算
で
葛
川

の
放
流
量
も
対
応
で
き
る

管
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
落
札
比
率
が
70
％
と
低

い
が
、
工
事
の
安
全
性
な

ど
計
画
が
綿
密
に
で
き
る

保
証
は
あ
る
か
。
　
　
　
　

答
　
調
査
基
準
価
格
を
下

回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

低
入
札
価
格
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
安
全
管
理
面
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
基

準
に
基
づ
き
事
業
者
か
ら

聴
取
等
を
行
い
、
工
事
の

履
行
が
可
能
と
判
断
し
た
。

問
　
く
じ
引
き
で
は
な
く
、

両
方
を
調
査
し
て
決
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

答
　
地
方
自
治
法
施
行
令
の

規
定
に
基
づ
き
、
く
じ
引

き
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
㈱
湘
南
推
進
工
業
の
町

内
で
の
施
工
実
績
の
評
価

は
。

答
　
昨
年
の
雨
水
管
整
備
工

事
の
工
事
成
績
は
秀
で
、

良
好
な
状
況
と
い
う
判
断

で
あ
る
。

問
　
工
期
は
３
月
６
日
ま
で

だ
が
、
遅
れ
る
こ
と
は
な

い
か
。

答
　
国
道
１
号
の
工
事
抑
制

期
間
（
７
月
、
８
月
、
３

月
）
や
実
際
の
工
程
を
勘

案
し
、
工
期
ま
で
に
終
わ

る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

問
　
施
工
後
の
道
路
の
現
状

復
帰
に
つ
い
て
は
ク
レ
ー
ム

も
あ
る
が
、ど
う
考
え
る
か
。

答
　
そ
の
後
の
工
事
も
あ
る

た
め
、
表
面
が
つ
ぎ
は
ぎ

な
状
況
も
あ
る
。
危
な
く

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
が
、

継
ぎ
目
か
ら
、
ひ
び
が
入

り
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
あ
る
。
責
任
を
持
ち

十
分
な
対
応
を
し
た
い
。

国
府
新
宿
地
区
　
雨
水
管
工
事
請
負
契
約
を
締
結

雨
水
管
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　
雨
水
管
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法

及
び
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

低
入
札
価
格
調
査
制
度

低
入
札
価
格
調
査
制
度

　
失
格
基
準
価
格
以
上
、
調
査
基
準
価
格
未
満
で
入
札
し
た
者

が
あ
っ
た
場
合
、
適
し
た
工
事
が
な
さ
れ
る
か
調
査
を
行
う
こ

と
。
大
磯
町
は
設
計
金
額
５
千
万
円
以
上
の
工
事
及
び
製
造
の

請
負
契
約
に
適
用
す
る
。

整備済区間

①

今回の整備区間

③

②
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報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

議
案
審
議

問
　
貸
し
付
け
を
受
け
る
際

の
借
入
先
は
。

答
　
実
施
主
体
が
町
の
た
め
、

町
に
直
接
申
込
み
を
し
て

も
ら
う
。
そ
の
際
、
罹
災

証
明
書
が
必
要
と
な
る
。

問
　
上
限
額
の
定
め
は
。

答
　
最
大
３
５
０
万
円
を
上

限
と
し
て
い
る
。

問
　
所
得
制
限
は
あ
る
か
。

答
　
国
の
規
定
に
準
じ
、
設

け
て
い
る
。

問
　
予
算
計
上
は
あ
る
か
。

答
　
大
き
な
災
害
が
起
き
た

場
合
に
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
に
な
る
。
最
終
的

に
は
国
が
３
分
の
２
、
県

が
３
分
の
１
を
負
担
し
、

町
の
負
担
は
な
い
。

問
　
こ
の
貸
し
付
け
を
受
け

る
際
に
必
要
な
罹
災
証
明

書
は
、
本
庁
舎
が
被
災
し

た
場
合
で
も
発
行
可
能
か
。

答
　
代
替
施
設
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
　「
特
定
小
規
模
施
設
用

自
動
火
災
報
知
設
備
を
技

術
上
の
基
準
に
従
い
設
置

し
た
と
き
」
と
は
ど
の
よ

う
な
場
合
か
。

答
　
背
景
に
民
泊
事
業
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
50

平
米
以
上
３
０
０
平
米
未

満
の
防
火
対
象
物
に
は
、

施
設
全
体
に
警
報
が
連
動

す
る
特
定
小
規
模
施
設
用

自
動
火
災
報
知
設
備
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
設
備
が

あ
れ
ば
住
宅
用
防
災
警
報

器
等
の
設
置
は
必
要
な
い
。

問
　
民
泊
に
供
す
る
住
宅
の

場
合
は
特
定
小
規
模
施
設

用
自
動
火
災
報
知
設
備
が

必
要
に
な
る
か
。

答
　
民
泊
施
設
で
あ
っ
て
も

50
平
米
未
満
の
場
合
は
一

般
の
住
宅
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
た
め
必
要
な
い
。

問
　
宿
泊
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
必
要
な
設
備
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
民
泊
等
の
届
出
の
手
続

き
の
際
は
、
消
防
法
で
消

防
に
よ
る
消
防
同
意
と
建

築
確
認
が
あ
る
。
そ
の
中

で
チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず
行
い
、

指
導
を
徹
底
す
る
。

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
及
び
同
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率
等
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
工
業
標
準
化
法
の
一
部
改
正
及
び
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置

及
び
維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け

　
県
内
で
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
市
町
村
が
１
以
上

あ
る
災
害
が
対
象
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

条
例
で
定
め
る
支
援

条
例
で
定
め
る
支
援

① 

災
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
際
に
支
給
す
る
災
害
弔

慰
金

② 

災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害

を
受
け
た
際
に
支
給
す
る

災
害
障
害
見
舞
金

③ 

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
際
の
災
害
援
護
資
金
の

貸
し
付
け（
今
回
の
改
正
）

災
害
援
護
資
金
の
貸
し

災
害
援
護
資
金
の
貸
し

付
け
に
関
す
る
改
正

付
け
に
関
す
る
改
正

① 

３
年
間
の
据
置
期
間
経
過

後
の
貸
付
利
率
年
３
％
を

無
利
子
と
す
る
。

② 

償
還
方
法
に
、
こ
れ
ま
で

の
年
賦
・
半
年
賦
に
加
え
、

月
賦
償
還
を
追
加
す
る
。

③ 

保
証
人
を
不
要
と
す
る
。

　（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

改
正
内
容

改
正
内
容

① 

法
律
改
正
に
よ
る
名
称
変

更
に
伴
う
規
定
の
整
備

② 

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
を

設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
、「
特
定
小
規

模
施
設
用
自
動
火
災
報
知

設
備
を
技
術
上
の
基
準
に

従
い
設
置
し
た
と
き
」
を

追
加

③ 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

規
定
に
つ
い
て
の
文
言
の

整
理

（
令
和
元
年
７
月
１
日
施
行
）

住宅用火災警報器

災害弔慰金の支給等に関する災害弔慰金の支給等に関する
　　　　　　　　条例の一部改正　　　　　　　　条例の一部改正
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議
会
活
動

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

補
正
予
算

報

　
　告

議
案
審
議

問
　
環
境
性
能
割
の
課
税
対

象
台
数
は
。

答
　
環
境
性
能
割
は
10
月
１

日
か
ら
導
入
さ
れ
る
制
度

で
、
当
初
予
算
で
は
約
60

台
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

軽
減
措
置
前
の
税
率
で
の

予
算
で
あ
り
、
実
際
の
歳

入
と
し
て
は
減
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
を
拡
大
し
、
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
額

を
引
き
上
げ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
国
保
税
収
入

の
減
額
分
約
87
万
円
は
、
県

が
４
分
の
３
、
町
が
４
分
の

１
を
負
担
す
る
。

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
及
び
種
別
割
の
税
率
を
軽
減

す
る
特
例
措
置
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
を
専
決
処
分
に
よ

り
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

改
正
内
容

改
正
内
容

○○  

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
税
率
軽
減

の
税
率
軽
減

　
自
家
用
乗
用
車
取
得
時
の

負
担
感
を
緩
和
す
る
た
め
、

税
率
を
１
％
分
軽
減
。
対
象

の
取
得
期
間
は
、
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９

月
30
日
ま
で
。

（
令
和
元
年
10
月
１
日
施
行
）

○○  

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例

リ
ー
ン
化
特
例

　
現
行
の
特
例
を
２
年
間
延

長
。（
令
和
元
年
度
及
び
令

和
２
年
度
に
新
規
取
得
）

（
令
和
元
年
10
月
１
日
施
行
）

　
適
用
対
象
を
自
家
用
乗
用

車
の
電
気
自
動
車
等
に
限
定
。

令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年

度
に
新
規
取
得
し
た
場
合
に

翌
年
度
の
税
率
が
軽
減
。

（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

令和元年度一般会計補正予算の主な内容

歳　入 補正額

低所得者保険料軽減負担金
（国庫） 677万円
（県） 339万円

コミュニティ・スクール推進
体制構築事業補助金

（国庫） ７万円
（県） ７万円

 プレミアム付商品券事業費補助金 2,850万円
 プレミアム付商品券事務費補助金 1,765万円
 プレミアム付商品券売上代 1億1,400万円

歳　出 補正額
プレミアム付商品券発行事業 1億6,015万円
介護保険保険料軽減繰出金 1,355万円
コミュニティ・スクール推進体制
構築事業 20万円

令和元年度各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

一般会計 110億2,585万円
（１億7,485万円を追加）

介護保険事業特別会計 30億5,700万円
（―）

繰越明許費
プレミアム付商品券発行事業 １億6,015万円

金額は、１万円未満を四捨五入

専
決
処
分
の
承
認

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
を
拡
大

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
を
拡
大

軽自動車税　環境性能割の税率軽減
区　　分 措置前の

税率
措置後の

税率
電気自動車等

非課税 非課税
令和２年度燃費基準＋10％達成車かつ排出ガス基準低減達成車
令和２年度燃費基準達成車かつ排出ガス基準低減達成車 1.0％ 非課税
上記以外 2.0％ 1.0％
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報

　
　告

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

補
正
予
算

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
導
入
の
時
期
は
。

答
　
ま
ず
は
、
先
生
、
地
域

住
民
の
方
な
ど
と
勉
強
し
、

町
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。
年
数

は
か
か
る
が
、
導
入
に
向

け
進
め
る
。

問
　
小
・
中
学
校
４
校
に
対

す
る
検
討
を
行
う
の
か
。

答
　
小
学
校
、
中
学
校
単
位

で
協
議
会
を
つ
く
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
町
で
は
幼

保
・
小
・
中
の
中
で
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
検
討
を
行
う
が
、

合
わ
せ
て
１
つ
の
協
議
会

を
考
え
て
い
る
。

し
て
も
ら
う
た
め
、
公
募

で
決
め
て
い
く
。

問
　
時
間
外
勤
務
手
当
と
臨

時
雇
賃
金
は
何
人
分
を
計

上
し
て
い
る
か
。

答
　
福
祉
課
、
子
育
て
支
援

課
、
産
業
観
光
課
、
政
策

課
の
４
課
で
事
務
を
行
う

た
め
、
時
間
外
勤
務
手
当

は
４
課
の
職
員
で
７
２
０

時
間
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

各
課
２
名
で
月
平
均
10
～

20
時
間
と
考
え
て
い
る
。

　
　
臨
時
雇
賃
金
は
、
福
祉

課
の
窓
口
業
務
等
を
想
定

し
、
１
日
６
時
間
の
54
日

で
２
人
分
を
計
上
。

問
　
臨
時
雇
賃
金
を
増
や
し
、

職
員
の
時
間
外
勤
務
を
減

ら
す
方
法
は
な
か
っ
た
か
。

答
　
職
員
が
担
う
べ
き
部
分

を
考
え
た
中
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。
事
務
の
効
率

化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務

を
な
る
べ
く
減
ら
せ
る
よ

う
４
課
で
調
整
し
事
務
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
１
冊
５
０
０
０
円
の
商

品
券
よ
り
、
も
っ
と
買
い

や
す
く
な
ら
な
い
か
。

答
　
５
０
０
円
が
10
枚
で
１

冊
５
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
１
冊
４
０
０
０
円

で
購
入
で
き
、
最
大
５
回

に
分
け
て
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
町
内
の
ど
こ
で
使
え
る

か
。

答
　
商
品
券
を
幅
広
く
利
用

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
に
伴
う
事
業
者
へ
の

交
付
金
や
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
、
臨
時
雇
賃
金
な
ど

の
事
務
に
関
す
る
費
用
を
含

む
、
１
億
６
０
１
５
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

　
事
業
に
か
か
る
費
用
に
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
及
び
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
売
上
代
が

充
て
ら
れ
る
。

　
地
域
住
民
、
保
護
者
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
事

業
を
行
う
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設

置
し
学
校
の
運
営
を
支
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

の
導
入
に
向
け
、
国
及
び
県

の
補
助
金
を
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進

体
制
を
構
築
し
検
討
を
行
う

も
の
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
　
１
億
６
０
１
５
万
円
　　
増

20
万
円
　　
増

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
増
税
に
よ
る
影
響
緩
和
、

消
費
喚
起
の
た
め
、
低
所
得

者
・
子
育
て
世
帯
の
約
５
７

０
０
人
を
対
象
に
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る

も
の
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

推
進
体
制
構
築
事
業

500

補正予算を可決補正予算を可決
　一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に、１億7,485万円を追加し、予算の総額は110億2,585万円
となりました。
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議
会
活
動

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

平
成
30
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
事
業

　
6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
継
続
費
、
繰
越
明
許
費
、
事
故
繰
越
し
３
件
の

繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ

の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を

充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手

続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

継　続　費
　事業の実施が２会計年度以上にわたる場合、全体の事業費と各年度の内訳を
予算で定めること。
　何らかの事情でその年度内に支出が終わらない経費は、翌年度に繰り越すこ
とができ、事業の実施期間内であれば最終年度まで繰り越すことができる。

事故繰越し
　避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越
すことができる。

繰越明許費
　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年
間に限り繰り越して使用することができる。（※議会の議決が必要）

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

（仮称）東部子育て
支援センター整備事業 176万円

施設整備にあたり、設計協議等
に時間を要し、出来高が年割額
を満たさなかったため、残額を
繰り越す。

大磯港みなとオアシス
推進事業 5,000万円

設計業務に係る協議に時間を要
し、工事の発注時期を見直し、
年度内に出来高が発生しなかっ
たため、全額を繰り越す。

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

大磯港みなとオアシス
推進事業 2,251万円

施設整備に係る設計業務にあた
り、受電設備及び漁協施設の改
良に係る関係機関との協議に日
数を要し、年度内に業務を完了
できないため。

金額は、１万円未満を四捨五入

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

プレミアム付商品券
発行事業 227万円

令和元年10月の消費税の引き上
げに伴い実施する事業であるた
め。
（平成31年３月定例会で議決）

地域会館整備事業 216万円

平成30年６月及び８月に行った
建設工事の入札が不調となり、
設計内容を変更し、令和元年度
に入札を行うことになったため。
（平成30年12月定例会で議決）

風しん追加的対策事業 805万円

平成31年１月から準備を行い、
４月から実施する事業であるた
め。
（平成31年３月定例会で議決）

幼稚園施設整備事業 2,671万円

大磯幼稚園へのエアコン設置は、
平成30年度に創設された国の臨
時特例交付金を活用するため予
算化したが、年度内に事業を完
了できないため。
（平成30年12月定例会で議決）
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補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

竹
内
恵
美
子

清
田
　
文
雄

吉
川
　
重
雄

三
澤
　
龍
夫

片
野
　
哲
生

高
橋
　
英
俊

奥
津
　
勝
子

二
宮
加
寿
子

山
田
　
喜
一

鈴
木
た
ま
よ

鈴
木
　
京
子

渡
辺
　
順
子

柴
崎
　
　
茂

関
　
　
威
國

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

19 専決処分の承認を求めることについて
（大磯町国民健康保険税条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

６

20 大磯町町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ― 可決

21 大磯町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● — 可決 ５

22 大磯町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 ３

23 大磯町火災予防条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 ５

24 財産の取得について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ― 可決
２
・
３

25 令和元年度大磯町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ― 可決 ６
・
７26 令和元年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

27 工事請負契約の締結について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決 ４

○は賛成　　●は反対　　欠は欠席　　―は議長が賛否に加わっていない

みなさんの陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
２
号

奥山等のスギ・ヒノキ放置
人工林を、森林環境譲与税
（仮称）で順次計画的に皆
伐を進め、天然林に戻すこ
とを求める陳情書

一般財団法人日本熊森協会
会長　室谷　悠子

山の保水力回復、災害に強い森
づくり、野生動物の棲み分けの
復活、花粉症の軽減のため、森
林環境譲与税を使い、林業採算
のとれない放置人工林を皆伐し、
天然林に戻すことを求める。

― 机上配布

第
３
号

辺野古新基地建設の即時中
止と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転について、国
民的議論により、民主主義
及び憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見書の
採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会
安里　長従

辺野古新基地建設工事の即時中
止と、普天間基地の沖縄県外・
国外移転について、国民的議論
により、民主主義及び憲法の規
定に基づき公正に解決すること
を求める意見書の提出を求める。

― 机上配布

第
４
号

子どもたちにゆたかな学び
を保障するために、教職員
定数改善、教育予算の増額、
義務教育費国庫負担制度の
堅持・拡充を求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長　小嶋　豊綱

子ども、保護者のニーズに応じ
たきめ細やかな教育とゆたかな
教育環境の整備のため、教職員
定数改善、教育予算の増額、義
務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める意見書の提出を求
める。

― 机上配布

※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。

誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。
６１－４１００（内線２８１）※提出締切日は議会事務局へお問い合わせください。
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政
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議
会
報
告
会

審
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結
果
・
陳
情

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

平成30年度 政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万
円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払った
ことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 交付額
支　　　　出　　　　額

収支差引額 主な支出内容①調査旅費
及び研修費

②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

奥津　勝子 120,000 76,896 9,277 86,173 33,827 ②書籍購入費・会議録ほか④プリンターインク代
片野　哲生 120,000 0 120,000
坂田よう子 120,000 0 ※120,000

柴崎　　茂 120,000 47,084 35,045 38,550 120,679 0

①旅費（田園プラザ川場ほか）
②書籍購入費・行政情報コ
ピー代

③広報紙発行費

鈴木　京子 120,000 83,602 42,884 126,486 0
②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか

③広報紙発行費
鈴木たまよ 40,000 79,055 79,055 0 ③広報紙発行費

清田　文雄 120,000 79,944 8,516 88,460 31,540 ②会議録・新聞購読料　　④プリンターインク代
関　　威國 120,000 74,127 74,127 45,873 ②会議録・新聞購読料
高橋　英俊 120,000 0 120,000

竹内恵美子 120,000 28,251 117,659 145,910 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 14,572 84,440 99,012 ※50,000
②書籍購入費・行政情報コ
ピー代

③広報紙発行費

二宮加寿子 120,000 2,012 96,517 930 99,459 20,541

①旅費、講座資料代（高齢
者の移動手段を考える
セミナー）

②会議録・書籍購入費ほか
③クリアポケット代

三澤　龍夫 120,000 0 120,000

山田　喜一 40,000 38,752 3,712 42,464 0
②新聞購読料・書籍購入費
ほか

④フラットファイルほか

吉川　重雄 120,000 44,040 276,900 320,940 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 69,926 61,236 131,162 0
②新聞購読料・書籍購入費
ほか

③広報紙発行費

掲載は50音順です。
※は辞職による返還額です。

政務活動費の使途基準
科　目 内　　容

①調査旅費及び研修費 先進地や現地調査に要する経費及び研究会、研修会を開催するために必要な経費又は
他の団体の開催する研究会、研修会に参加するために要する経費

②資料作成及び購入費 資料の作成に要する経費及び図書・資料等の購入に要する経費

③広報費 調査研究活動、議会活動及び町の政策等について、住民に報告及び周知するために要
する経費

④事務費 調査研究に係る事務遂行に必要な経費

⑤その他の経費 上記以外の経費で調査研究活動に必要な経費



第196号　2019/7

11

報

　
　告

補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

議
会
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議
会
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政
務
活
動
費

一
般
質
問

二宮加寿子

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
削
減
す
る
取
り
組

み
は
。

答
　
つ
く
る
責
任
者
と
し
て

生
産
や
販
売
を
行
う
事
業
者

の
責
任
と
し
て
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
は
販
売
し
た
量
と

同
量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回

収
、
容
器
の
材
料
を
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
ボ
ト
ル
に
切
り

か
え
る
企
業
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
を
宣
言

し
た
飲
食
店
、
レ
ジ
袋
を
辞

退
し
た
消
費
者
に
対
し
て
特

典
や
値
引
き
を
行
っ
て
い
る
。

　
使
う
責
任
と
し
て
、
マ
イ

バ
ッ
ク
の
持
参
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
プ
ラ
ご
み
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の

製
品
を
選
ぶ
な
ど
、
日
々
の

生
活
の
中
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
消
費
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
を
意
識
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
14

の
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
で

は
、
海
中
で
微
生
物
の
働
き

に
よ
り
自
然
に
分
解
す
る
海

洋
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
注
目
さ
れ
て
い
て
、
経
済

産
業
省
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

開
発
の
導
入
を
進
め
て
い
く

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
は
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
。

答
　
ご
み
と
な
る
も
の
を
使

わ
な
い
、
食
品
廃
棄
物
を
減

ら
す
よ
う
な
事
業
運
営
体
制

の
構
築
を
事
業
者
に
訴
え
る

と
と
も
に
全
体
に
啓
発
す
る
。

特典・値引きや消費減

SDGsプラスチックごみ
　　　　　　　　　削減は

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

一般質問は、６月４日・５日に１２人の議員から２６問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

私たち一人ひとりの行動が、
未来につながる！
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一
般
質
問

問
　
相
模
国
府
祭
の
調
査
事

業
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
調
査

を
開
始
し
、
本
年
度
は
最
終

年
度
と
な
る
。
国
の
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
に
向
け
、

令
和
２
年
２
月
の
報
告
書
刊

行
を
目
指
し
、
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
県
内
で
の
国
の
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
件
数
は
。

答
　
左
義
長
を
含
め
全
部
で

６
件
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

問
　
３
年
間
を
通
じ
た
調
査

に
よ
る
意
義
と
成
果
は
。

答
　
２
市
３
町
、
６
つ
の
神

社
に
及
ぶ
国
府
祭
全
体
を
体

系
的
に
調
査
で
き
た
こ
と
が

大
き
な
成
果
で
あ
る
。

問
　
刊
行
予
定
の
報
告
書
の

発
行
部
数
と
使
い
道
は
。

答
　
発
行
部
数
は
３
０
０
部

で
、
文
化
庁
へ
の
提
出
や
各

市
町
の
教
育
委
員
会
な
ど
協

力
者
へ
の
配
布
を
予
定
。

問
　
国
の
文
化
財
指
定
に
期

待
は
持
て
る
の
か
。

答
　
調
査
報
告
書
に
よ
り
、

文
化
審
議
会
で
学
術
的
評
価

が
議
論
さ
れ
る
が
、
一
番
重

要
な
点
は
、
祭
り
や
行
事
の

地
域
と
の
係
わ
り
に
あ
る
。

問
　
国
で
の
文
化
財
の
保
護

か
ら
活
用
へ
の
動
き
に
対
し

町
の
対
応
は
い
か
が
か
。

答
　
交
流
人
口
の
増
加
と
定

住
人
口
の
安
定
化
に
向
け
、

文
化
財
を
観
光
に
結
び
付
け

て
い
く
こ
と
は
有
効
な
方
法

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
ご
み
を
出
せ
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
々
を
含

め
、
ご
み
出
し
、
ご
み
収
集

な
ど
の
問
題
を
町
は
把
握
し

て
い
る
か
。
今
後
の
展
望
は
。

町
長
　
ご
み
出
し
が
困
難
な

方
、
集
積
場
所
で
の
カ
ラ
ス

被
害
、
分
別
方
法
な
ど
様
々

な
問
題
を
把
握
し
て
い
る
。

今
後
、
戸
別
収
集
の
財
政
負

担
や
道
路
状
況
な
ど
実
情
に

合
っ
た
検
討
を
し
た
い
。

問
　
現
在
県
内
で
戸
別
収
集

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
。

答
　
藤
沢
市
、
大
和
市
、
葉

山
町
で
あ
る
。

問
　
そ
の
他
、
戸
別
収
集
を

検
討
し
て
い
る
自
治
体
は
、

平
塚
市
、
鎌
倉
市
と
聞
い
て

い
る
が
、
他
に
あ
る
か
。

答
　
厚
木
市
、
茅
ケ
崎
市
も

検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
５
月
中
旬
に
戸
別
収
集

を
行
っ
て
い
る
葉
山
町
に
戸

別
収
集
に
つ
い
て
研
修
視
察

し
た
結
果
、
10
年
前
、
葉
山

町
は
大
磯
町
が
今
抱
え
て
い

る
問
題
と
全
く
同
じ
悩
み
を

抱
え
て
い
た
が
、
戸
別
収
集

を
実
施
し
て
か
ら
、
カ
ラ
ス

被
害
の
問
題
、
分
別
の
問
題
、

減
量
化
の
問
題
す
べ
て
現
在

解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
町
長
に
お
い
て
も

一
刻
も
早
く
ご
み
問
題
を
解

決
す
べ
く
決
断
さ
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
る
が
。

町
長
　
こ
の
町
の
実
情
に
あ 

っ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

吉川重雄

指定を目標に進める

相模国府祭
　　国文化財への指定は

竹内恵美子

実情にあった検討する

ごみ問題解決に　　　　
　　　戸別収集の検討は

国府祭での鷺の舞
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報

　
　告

補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

一
般
質
問

問
　
今
年
度
の
予
算
案
で
話

題
に
な
っ
た
大
磯
駅
前
の
交

通
安
全
を
中
心
と
し
た
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
大
磯
駅
前
広
場
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
参

画
の
も
と
に
か
つ
て
策
定
さ

れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
や
大
磯
駅
前
用
地
活
用
方

策
に
つ
い
て
の
答
申
な
ど
、

様
々
な
計
画
等
へ
の
位
置
づ

け
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

約
６
０
０
０
名
の
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
署
名
、
議
会
の

議
決
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

環
境
整
備
が
こ
れ
ま
で
求
め

ら
れ
て
き
た
。

　
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の
整

備
に
よ
る
駅
前
広
場
内
の
自

転
車
動
線
の
変
化
、
ま
た
、

旧
吉
田
茂
邸
や
大
磯
港
み
な

と
オ
ア
シ
ス
、
明
治
記
念
大

磯
邸
園
な
ど
の
設
置
に
伴
う

来
訪
者
の
増
加
も
近
年
認
め

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
駅

前
の
安
全
・
安
心
な
整
備
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
６
年
か
ら
７
年
に
は
歩

道
の
舗
装
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
大
磯
駅
前
広
場
の

関
連
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

町
民
意
見
を
反
映
す
る
た
め

の
計
画
修
正
、
さ
ら
に
測
量

業
務
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
駅
前
広
場
で
は
接
触
事

故
や
物
損
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
駅
前
広
場
の
安
全
性

向
上
は
一
刻
も
早
く
対
応
す

べ
き
町
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
大
津
市
の
痛
ま
し
い
　

事
故
や
池
袋
の
高
齢
者
に
よ

る
事
故
を
受
け
、
当
町
で
も

安
全
対
策
を
行
っ
た
の
か
。
　

答
　
町
内
の
国
県
道
に
絡
む

主
要
な
交
差
点
部
分
と
し
て
、

26
カ
所
ほ
ど
を
抽
出
し
て
車

止
め
の
設
置
状
況
等
の
確
認

を
行
っ
た
。

　
一
部
設
置
が
７
カ
所
、
未

設
置
の
箇
所
が
12
カ
所
あ
り
、

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
通
学
路
点
検
で
課
題
の

あ
っ
た
地
点
は
解
消
さ
れ
た

の
か
。

答
　
施
設
管
理
者
が
対
応
す

る
看
板
の
設
置
や
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
な
ど
、

直
ち
に
対
応
で
き
る
も
の
は

直
ち
に
行
い
、
予
算
が
必
要

な
も
の
や
近
隣
と
の
調
整
が

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
て
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
交
通
安
全
計
画
に
も
あ

る
よ
う
に
、
防
犯
・
防
災
対

策
の
面
で
も
町
民
と
の
連

携
・
協
働
は
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
だ
が
。

答
　
交
通
安
全
の
団
体
で
あ

る
交
通
指
導
員
さ
ん
な
ど
、

各
団
体
の
増
員
を
図
り
、
連

携
を
進
め
る
。

問
　
免
許
証
自
主
返
納
促
進

の
た
め
、
町
独
自
の
支
援
は
。

答
　
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設

整
備
に
つ
い
て

町の交通安全対策について
通学路の安全確保を 清田文雄

駅前の整備について
駅前整備は急務である 三澤龍夫

県道と隣合わせの危険な通学路

駅前の路面状況
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議
会
活
動

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

一
般
質
問

問
　
地
球
温
暖
化
が
原
因
と

思
わ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る

被
害
が
世
界
中
で
起
き
て
い

る
が
、
大
磯
町
で
は
災
害
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
大
磯
町
で
は
こ
れ
ま

で
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
地
域
と
一
体
に
な
り
防

災
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
今
年
度
は
そ
れ
ら
に

加
え
て
、
①
伝
達
手
段
の
多

様
化
を
図
る
た
め
防
災
行
政

無
線
の
補
完
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
②
役
場
業
務
が
滞
る
こ

と
が
な
い
よ
う
業
務
を
継
続

す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
等
や
職
員
の
初
動
体
制

の
訓
練
を
文
書
化
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
、
③
各
行
政
機
関
に

よ
る
効
果
的
な
連
携
に
取
り

組
む
。

問
　
現
行
の
津
波
訓
練
は
あ

ま
り
現
実
的
で
な
い
の
で
は
。

答
　
町
は
共
助
の
振
興
を
図

る
た
め
に
小
さ
い
規
模
の
津

波
を
想
定
し
て
い
る
。
知
識

が
十
分
で
あ
れ
ば
先
の
訓
練

に
変
更
で
き
る
。

問
　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
防

災
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
大
磯
港
全
体
と
し
て
と

ら
え
る
と
県
の
管
理
と
な
る
。

初
動
体
制
、
避
難
誘
導
等
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
中
学
校
給
食
の
進
捗
状
況

○
待
機
児
童
対
策

問
　
大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安

心
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
の
平

成
31
年
度
予
算
５
４
６
万
円

の
目
的
・
内
容
は
、
平
成
30

年
に
決
定
し
た
Ａ
案
を
推
進
、

検
討
す
る
た
め
か
。

町
長
　
今
年
度
は
計
画
の
範

囲
も
含
め
整
備
計
画
を
検
討

す
る
。
委
託
業
務
で
は
、
整

備
計
画
の
取
り
ま
と
め
に
必

要
な
業
務
や
用
地
測
量
を
委

託
す
る
予
定
。
概
算
工
事
費

４
億
４
千
万
円
に
つ
い
て
は

改
め
て
算
出
し
提
示
す
る
。

問
　
５
月
の
議
会
報
告
会
で

は
、
多
く
の
町
民
か
ら
、
駅

前
広
場
の
整
備
計
画
は
聞
い

て
い
な
い
、
４
億
円
以
上
か

か
る
こ
と
も
聞
い
て
い
な
い
、

議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論

が
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
厳
し

い
質
問
が
あ
っ
た
。
町
民
の

受
け
止
め
方
が
町
と
余
り
に

も
ず
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
治
記
念
大
磯
邸

園
や
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施

設
整
備
な
ど
の
事
業
に
お
い

て
も
、
町
の
進
め
方
に
つ
い

て
批
判
的
な
意
見
が
出
て
い

た
。
多
く
の
町
民
と
対
話
を

積
み
重
ね
進
め
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
あ
る
物
事
を
決
定
す

る
と
き
の
手
法
は
、
町
に
一

つ
決
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

私
は
そ
の
こ
と
を
遵
守
し
て

や
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

今
後
は
し
か
る
べ
き
話
を
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

鈴木たまよ新しい取り組みも追加

災害に対する
　　　　町の取り組みは

山田喜一タイミングを考える

町政運営
　町民との対話が重要では

令和元年５月11日議会報告会
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報

　
　告

補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

一
般
質
問

問
　
小
児
医
療
費
拡
大
に
つ

い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
外
部
委
員
の
意
見
も
伺

う
と
言
う
が
。

答
　
子
育
て
で
選
ば
れ
る

町
！
お
お
い
そ
を
目
指
し
作

成
し
て
い
る
大
磯
町
子
ど
も

笑
顔
か
が
や
き
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
や
次
期
プ
ラ
ン
に
向

か
っ
て
の
審
議
、
そ
の
結
果

を
報
告
し
、
意
見
を
建
議
す

る
目
的
の
会
議
で
あ
る
。

問
　
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
調
査

で
要
望
は
あ
っ
た
か
。

答
　
見
直
し
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
は
数
件
あ
っ
た
。
優

先
順
位
が
高
い
内
容
と
思
っ

て
い
る
の
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問
　
祖
父
母
の
世
代
と
現
代

の
子
育
て
に
差
が
生
じ
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
。
世
代

間
の
情
報
の
橋
渡
し
に
な
る

よ
う
な
教
材
と
し
て
、
平
塚

市
で
作
成
し
た
祖
父
母
手
帳

へ
の
考
え
方
は
。

答
　
祖
父
母
を
対
象
と
し
た

教
室
も
個
々
の
ケ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
対
応
し
、
手
帳
の
参

考
に
す
べ
き
点
は
生
か
す
。

問
　
登
校
班
に
つ
い
て
。

答
　
登
下
校
の
不
安
に
つ
い

て
は
、
大
磯
小
で
は
地
域
家

庭
会
で
、
国
府
小
で
は
地
区

の
校
外
委
員
さ
ん
が
組
織
し

て
集
団
登
校
で
対
応
。

問
　
中
学
校
の
制
服
は
。

答
　
生
徒
の
考
え
方
を
尊
重

し
つ
つ
、
慎
重
に
見
守
っ
て

い
く
。

問
　
今
、
駅
前
広
場
計
画
Ａ

案
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
Ａ
案
が
い
い
と
い
う
方

は
、
私
が
聞
い
た
中
で
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
「
駅
前
広
場
計
画
」
は

「
大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安
心

に
ぎ
わ
い
創
出
計
画
」
の
中

の
「
旧
駐
輪
場
跡
地
計
画｣

、

「
幹
線
12
号
県
道
停
車
場
線

整
備
」
な
ど
の
３
つ
の
要
素

の
う
ち
の
一
つ
で
、
も
し
そ

れ
ら
す
べ
て
を
実
施
す
る
と
、

莫
大
な
費
用
に
な
る
。
検
討

会
だ
け
で
議
論
す
る
の
で
は

な
く
、
町
民
に
計
画
の
全
体

像
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
検
討
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
も
あ

る
と
示
し
た
だ
け
だ
。
今
後

の
工
事
計
画
に
応
じ
て
調
整

し
て
年
度
計
画
を
つ
く
る
。
　

問
　
検
討
会
や
町
民
か
ら

「
駅
前
広
場
の
舗
装
の
打
ち

直
し
は
、
町
の
当
然
の
業
務

だ
が
、
歩
道
を
こ
ん
な
に
広

げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」

「
車
が
1
台
ず
つ
し
か
す
れ

違
え
な
い
よ
う
で
は
送
迎
車

に
と
っ
て
は
非
常
に
不
便

だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。
い
っ
た
ん
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
良
い
と
言
う
人
は
い

な
い
と
言
わ
れ
た
が
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
山
王
町
松
並
木
敷
の
整
備

○
お
お
い
そ
福
祉
会
の
裁
判

駅前広場計画
　　良いと言う人はない

そんなことはない 渡辺順子

奥津勝子

子育て支援について
方策は考えていきたい

送迎車が並ぶ駅前



第196号　2019/7

16

議
会
活
動

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

審
議
結
果
・
陳
情

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

一
般
質
問

問
　
橋
り
ょ
う
寿
命
化
修
繕

計
画
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、

道
路
ス
ト
ッ
ク
定
期
点
検
の

見
通
し
は
。

答
　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

繕
計
画
は
、
橋
の
長
さ
が
15

ｍ
以
上
で
あ
る
主
要
な
橋

り
ょ
う
、
14
橋
に
つ
い
て
策

定
し
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
中

丸
橋
、
本
郷
橋
２
橋
の
修
繕

工
事
が
完
了
し
、
今
年
度
、

東
小
磯
跨
線
橋
が
完
了
予
定
。

　
道
路
ス
ト
ッ
ク
定
期
点
検

事
業
は
平
成
26
年
度
に
、
ト

ン
ネ
ル
、
橋
等
の
道
路
施
設

を
５
年
に
一
度
点
検
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
町

で
は
、
主
要
な
14
橋
と
、
そ

れ
以
外
の
橋
り
ょ
う
、
ト
ン

ネ
ル
、
道
路
、
照
明
灯
な
ど

全
て
の
道
路
施
設
に
つ
い
て

点
検
を
実
施
し
た
。
平
成
30

年
度
に
は
、
優
先
順
位
を
つ

け
各
年
度
の
修
繕
計
画
を
策

定
し
た
。
今
後
、
道
路
施
設

の
損
傷
状
況
を
把
握
し
、
早

期
に
補
修
す
る
「
予
防
安
全

型
の
維
持
管
理
」
に
努
め
る
。

問
　
町
内
の
冠
水
対
策
は
。

答
　
新
た
な
雨
水
整
備
の
推

進
と
、
既
存
の
道
路
排
水
施

設
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行

い
、
災
害
時
に
配
慮
し
た
冠

水
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
大
磯
港
防
潮
堤
の
運
用

体
制
は
。

答
　
県
と
の
協
定
、
水
防
計

画
に
よ
り
、
変
化
す
る
状
況

に
即
座
に
対
応
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

問
　
公
債
費
が
増
え
る
こ
と

に
よ
る
他
事
業
へ
の
影
響
は
。

町
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
下
、

行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
例
年
よ
り
起
債

が
増
え
て
い
る
が
、
必
要
最

低
限
の
借
り
入
れ
に
と
ど
め

て
い
る
。

　
将
来
を
見
据
え
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
事
業
は
、
享
受
す

る
世
代
に
負
担
の
公
平
性
確

保
か
ら
先
に
送
る
。

問
　
中
﨑
町
政
で
借
金
が

減
っ
た
と
い
う
が
、
ど
う

減
っ
た
の
か
。

答
　
減
っ
た
と
い
う
の
で
は

な
く
、
公
債
費
は
減
少
傾
向

だ
が
、
町
債
自
体
は
増
え
て

い
る
。

問
　
中
﨑
町
政
に
な
っ
て
、

マ
リ
ア
道
、
駐
輪
場
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
旧
吉
田

茂
邸
に
着
手
。
維
持
管
理
費

が
い
く
ら
か
か
る
か
不
明
の

明
治
記
念
大
磯
邸
園
、
今
度

は
大
磯
駅
周
辺
の
整
備
が
進

む
。

　
町
民
要
望
に
対
し
「
お
金

が
な
い
」
と
町
は
言
う
が
、

町
長
は
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

答
　
状
況
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
る
。

問
　
借
金
の
返
済
が
他
事
業

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

答
　
全
体
を
み
て
優
先
順
位

を
決
め
、
返
済
等
を
踏
ま
え

管
理
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
中
学
校
給
食
の
工
程
は

災害に強いインフラ対策は
予防安全型で管理する 高橋英俊

返済を踏まえ起債 鈴木京子

借金の返済が
　　事業に影響しないか

9.5ｍに拡幅中のマリア道

日吉跨線橋
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報

　
　告

補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

一
般
質
問

く
伝
え
る
た
め
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
活
用
し
た
一
般
質

問
を
実
施
。

○
議
会
に
お
け
る
議
員
研
修

及
び
政
策
研
究
の
充
実

　
講
師
を
招
い
た
議
員
研
修

会
を
開
催
し
、
議
員
の
政
策

形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
。

引
き
続
き
検
討
を
行
う
も

引
き
続
き
検
討
を
行
う
も

のの○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組
み

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

は
、
費
用
負
担
や
運
用
基
準

な
ど
課
題
を
整
理
し
研
究
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
。

○
災
害
時
の
議
会
対
応

　
議
会
の
使
命
を
果
た
す
た

実
施
中
の
も
の

実
施
中
の
も
の

○
常
任
委
員
会
の
審
査
、
調

査
活
動
の
推
進

　
町
長
に
対
し
て
政
策
提
言
、

提
案
を
行
う
た
め
、
常
任
委

員
会
で
調
査
・
研
究
テ
ー
マ

を
設
け
、
先
進
地
の
視
察
研

修
を
実
施
。

○
議
会
報
告
会
の
推
進

　
テ
ー
マ
を
設
け
町
民
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
魅
力
あ

る
議
会
報
告
会
を
推
進
。

○
傍
聴
を
し
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫

　
議
会
委
員
会
条
例
を
改
正

し
、
委
員
長
の
許
可
な
く
、

会
議
開
始
前
か
ら
入
出
で
き

る
よ
う
に
改
善
。

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

　
論
点
な
ど
を
わ
か
り
や
す

め
、
災
害
時
の
議
会
対
応
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
。

検
討
済
み
の
も
の

検
討
済
み
の
も
の

○
通
年
議
会
の
検
討

　
本
議
会
で
は
、
臨
時
議
会

の
開
催
に
よ
り
対
応
可
能
な

状
況
で
あ
り
、
委
員
会
活
動

等
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
導

入
に
は
至
ら
な
い
と
判
断
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

　
令
和
元
年
７
月
16
日
か
ら
、

新
体
制
で
の
４
年
間
が
始
ま

り
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
、
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
で
調
査
・

研
究
テ
ー
マ
や
検
討
事
項
を

決
め
、
引
き
続
き
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　大
磯
町
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
推
進
の
た
め
、
議
会
改

革
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　検
討
を
進
め
る
事
項
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
中
心
に
課
題

や
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。　検

討
を
進
め
る
事
項
と
し
て
掲
げ
て
い
る
17
項
目
の
う
ち
、

主
な
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給食を自校式と
　　　　決めたのは誰か

最終的に政策会議で 柴崎茂

調
査
に
お
い
て
施
設
整
備
が

可
能
、
費
用
面
で
も
自
校
式

の
有
効
性
を
確
認
で
き
た
。

自
校
式
を
選
択
し
た
こ
と
は

必
然
の
結
果
と
考
え
る
。

問
　
１
食
当
た
り
の
経
費
は

自
校
式
だ
と
４
７
６
円
と
し

て
い
る
。
算
式
は
維
持
費
と

運
営
費
、
大
規
模
改
修
費
の

８
１
４
７
万
５
千
円
を
年
間

の
稼
働
日
数
１
９
０
日
と
子

ど
も
の
数
を
９
０
０
人
と
し

て
計
算
し
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
く
る
と
、
う
そ
つ
き
だ
。

以
前
、
中
学
校
は
試
験
の
早

帰
り
で
年
間
１
６
０
日
が
給

食
日
数
と
言
っ
た
の
は
教
育

委
員
会
だ
。
今
年
か
ら
二
宮

で
は
外
部
委
託
だ
。
理
由
は
。

町
長
　
わ
か
ら
な
い
。

問
　
給
食
を
自
校
式
と
決
め

た
の
は
誰
か
。

町
長
　
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
、
政
策
総
務
部
、
町
民

福
祉
部
、
都
市
建
設
部
、
産

業
環
境
部
、
教
育
部
の
各
部

長
、
消
防
長
及
び
３
参
事
の

12
名
の
政
策
会
議
で
決
め
た
。

問
　
な
ぜ
自
校
式
か
。

町
長
　
自
校
式
が
望
ま
し
い

と
い
う
意
見
は
、
中
学
校
給

食
に
係
る
懇
談
会
、
さ
ら
に

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
に 

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

中
学
校
給
食
の
導
入
に
係
る

教
育
委
員
会
検
討
会
に
お
い

て
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
、
改
め
て
総
合
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
り

実
施
し
た
中
学
校
給
食
実
施

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

これまでの議会改革
に向けた取り組み
は、ホームページで
ご覧になれます。

（千円）
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審
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・
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補
正
予
算

報

　
　告

ございました
意
見
交
換
で

意
見
交
換
で

　　い
た
だ
い
た
意
見

い
た
だ
い
た
意
見

明
治
記
念
大
磯
邸
園

　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
は
、
国
・
県
と
の

関
連
事
業
で
31
年
予
算
で
は
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
議
会
で
は
町
民

の
方
の
関
心
度
が
高
い
と
判
断
し
、
国
府

支
所
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
共
通
の
意

見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
町
の
負
債
金
額
７
億
円
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

＊
国
の
交
付
金
制
度
は
変
わ
る
可
能
性
も

あ
る
と
聞
い
た
が
、
文
書
も
取
り
交
わ

さ
な
い
で
県
が
町
の
借
金
を
肩
代
わ
り

す
る
の
か
。

＊
町
民
は
県
が
財
源
を
補
填
す
る
の
か
知

り
た
い
。
議
会
の
意
見
は
出
せ
な
い
の

か
。

＊
固
定
資
産
税
が
な
く
な
る
分
、
ど
う
す

る
の
か
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
。

　
計
画
の
概
要
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
概
算
整
備

費
用
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
予
定
時
間
を
超
え
る
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

＊
駅
前
の
こ
と
は
重
要
な
の
で
両
会
場
で
報
告
す

べ
き
だ
っ
た
。

＊
家
族
の
送
迎
で
使
う
が
、
駅
前
は
広
く
な
い
の

で
譲
り
合
っ
て
使
っ
て
い
る
。
一
度
も
不
便
や

気
分
の
悪
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

＊
計
画
の
全
体
像
が
分
か
ら
な
い
中
で
賛
成
す
る

の
は
理
解
で
き
な
い
。

＊
議
会
は
予
算
を
通
し
た
が
、
町
民
と
し
て
は
や

り
な
お
し
て
ほ
し
い
。
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

＊
修
正
案
を
否
決
し
た
議
員
は
事
故
も
あ
る
と
い

う
が
、
多
発
し
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
取
り
上
げ

な
か
っ
た
の
か
。

＊
自
治
基
本
条
例
の
解
釈
で
、
副
町
長
は
町
民
の

代
表
の
議
会
が
決
め
れ
ば
よ
い
と
答
弁
し
た
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
議
会
で
問
題
に
す
べ
き
だ
。

＊
３
、
４
本
の
電
線
地
中
化
に
４
０
０
０
万
円
も

か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

大
磯
駅
前
整
備
計
画

防災行政無線
　個人が所有するスマートフォンから町の防
災情報を入手できるようにする事業で、事業
費の大半がアプリの開発に係る経費です。

＊すでに提供されているアプリを利用できな
いのか。
＊高齢者が使いこなせるか疑問。よく考えて
ほしい。

　５月11日（土）に再開した議会報告会は２会場合わせて
60名の参加がありました。
　会場は、話しやすいように車座形式にテーブルと椅子を
配置し、意見交換はグループ別ではなく、会場ごとのテー
マに沿って全員で行いました。
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報

　
　告

補
正
予
算

議
案
審
議

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

議
会
活
動

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

参加してくださった皆様、ありがとう
第31回議会報告会

○
借
金
が
増
え
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
役
場
１
階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
資
料
が
さ

が
し
に
く
い
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

○
自
治
基
本
条
例
を
無
視
す
る
よ
う
な
副
町

長
の
発
言
は
町
長
責
任
で
謝
罪
す
べ
き
。

○
自
治
基
本
条
例
を
尊
重
し
町
民
の
参
加
を

進
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

○
町
民
へ
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。
決
議

す
る
前
に
必
要
な
情
報
を
町
民
へ
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。
町
民
に
と
っ
て
何
が
大
切
で

一
番
必
要
か
の
視
点
が
不
足
し
て
い
る
よ

う
だ
。
例
え
ば
、
駅
前
よ
り
給
食
を
急
ぐ

べ
き
と
思
う
が
、
後
回
し
に
さ
れ
、
業
者

優
先
の
感
じ
が
す
る
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
７
月
２
日

に
直
接
町
に
届
け
ま
し
た
。

　意見交換はテーマを決め行いましたが、時間が短かったため、満足な結果にはならなかったようです。特に駅
前整備計画については、議員の賛否理由を問われる場面があり、個人の意見を述べるかどうかが今後の課題とな
りました。
　町議会への関心度は高いですが、町民との接点が少ないので、今後も議会報告会の開催を望む声がありました。
また、開かれた議会にするためには、情報を町民に早めに知らせ、町民の意見を議案に反映させてほしいなどの
意見がありました。
　議会が町民の意見をどのように反映させていくか、テーマ、開催方法などについて今後も検討を進めてまいり
ます。

町
政
に
対
す
る
意
見
も

町
政
に
対
す
る
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た

い
た
だ
き
ま
し
た

満足できた
７％

満足できた
７％

今までどおり
20％

今までどおり
20％

長かった
12％
長かった
12％

ちょうどよかった
30％

ちょうどよかった
30％

短かった
51％
短かった
51％

未回答
7％
未回答
7％

本会議での
審議内容等
26％

本会議での
審議内容等
26％

テーマに沿った
意見交換
36％

テーマに沿った
意見交換
36％

その他
13％
その他
13％

未回答
５％
未回答
５％

少し満足できた
26％

少し満足できた
26％

あまり満足
できなかった
47％

あまり満足
できなかった
47％

満足できなかった
12％

満足できなかった
12％

未回答
９％
未回答
９％

意見交換と言いなが
ら、議員は意見を言
わない。具体的な意
見を聞きたい。

しっかりとした意見
交換ができるように、
当日配る資料は前
もって配布し読んで
もらうべき。

町民からどのような
質問が出るか予想し、
準備されるとよいの
では。

意見交換の時間が短
かった。

アンケート
　　　結果から
アンケート
　　　結果から
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９月定例会・決算特別委員会日程

　
今
回
の
表
紙
は
、
原
夢ゆ

来ら

ち
ゃ
ん
の
５
歳
の
お
誕
生
日

を
家
族
み
ん
な
で
お
祝
い
し

た
と
き
の
写
真
で
す
。

　
大
好
き
な
お
料
理
に
、
マ

マ
が
つ
く
っ
た
ケ
ー
キ
を
食

べ
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
。
最
後

に
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉

ち
ゃ
ん
が
１
人
ず
つ
手
紙
を

読
ん
で
お
誕
生
日
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　
夢ゆ

来ら

ち
ゃ
ん
は
４
人
兄
弟

で
、
い
っ
ぱ
い
喧
嘩
も
し
ま

す
が
、
み
ん
な
の
こ
と
が
大

好
き
。
縄
跳
び
、
ト
ラ
ン
プ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
サ
ッ
カ
ー

も
覚
え
、
元
気
に
遊
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
は
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
、

楽
し
く
毎
日
を
過
ご
し
、
す

く
す
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
選
挙
が
あ
る

た
め
、
例
年
よ
り
早
く
始

ま
っ
た
６
月
定
例
会
で
し
た
。

　
今
号
で
は
再
開
し
た
議
会

報
告
会
の
開
催
結
果
や
こ
れ

ま
で
の
議
会
改
革
の
取
り
組

み
も
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
で
の
編
集
も

今
号
で
最
後
で
す
。
表
紙
の

笑
顔
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
多
く

の
方
に
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
か
ら
は
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
の
編
集
と
な
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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〜
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９
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６
月
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会（
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案
審
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等
）
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会
だ
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員
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６
月

　
４
日
　
６
月
定
例
会（
一
般
質
問
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５
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６
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一
般
質
問
）

　
７
日
　
６
月
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例
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案
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議
等
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　９月定例会及び決算特別委員会の開催日は、
日程が決まり次第、議会ホームページに掲載し、
次号の議会だより第197号（８月27日発行）で
お知らせいたします。

　第33回全国町村議会広報コンクールで「奨励
賞」を受賞し、賞状と盾をいただきました。議案
記事の書き方、会議の流れをわかりやすく伝える
ページレイアウト、表題と答を想定した一般質問
の仕方など、講師を招いて学んだ研修会や、順番
に参加した広報クリニック、数々の思い出がよみ
がえってきます。表紙を飾る題字や写真に応募し
てくださった町民の皆様、委員会を補佐してくれ
た担当職員、みんなで作り上げた「議会だより」
でした。

議会だより編集委員会委員長　渡辺順子


